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( 1 ) 施 設 の メ ン テ ナ ン ス を 推 進 す る た め の 課 題  

1 ) 地 域 イ ン フ ラ 群 再 生 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト の 展 開  

 約 9 割 の 地 方 自 治 体 が 、 現 状 の 予 算 で は 既 存 の 道 路

等 の 施 設 を 維 持 管 理 で き な く な る と 懸 念 し て い る 。 こ

の た め 、 行 政 区 域 に 拘 ら ず に 維 持 す べ き 施 設 を 検 討 す

る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 財 政 面 の 観 点 か ら 、 広 域 か つ

複 数 の 分 野 の 施 設 を 「 群 」 と し て 扱 う 、 地 域 イ ン フ ラ

群 再 生 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト の 展 開 が 課 題 で あ る 。  

2 ) 市 町 村 の 体 制 構 築  

 市 町 村 の 土 木 系 職 員 の 人 数 は 、 市 町 村 の 約 5 0 % が 5

人 以 下 、 約 2 5 ％ が 0 人 で あ り 、 施 設 の メ ン テ ナ ン ス

を 担 う 人 材 が 不 足 し て い る ① 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点

か ら 、 人 員 が 不 足 す る 市 町 村 の メ ン テ ナ ン ス 体 制 の 構

築 が 課 題 で あ る 。  

 

3 ) 新 技 術 の 活 用 と 技 術 開 発 の 促 進  

 老 朽 化 す る 施 設 の 割 合 が 増 加 し て い る 。 例 え ば 、 道

路 橋 や 砂 防 堰 堤 は 、 2 0 4 0 年 に は 7 0 % 以 上 が 建 設 か ら

5 0 年 以 上 経 過 す る 。 一 方 で 、 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等

の 大 地 震 の 発 生 確 率 は 、 3 0 年 間 以 内 に 7 0 % 以 上 あ

り 、 施 設 の 老 朽 化 対 応 は 急 務 で あ る 。 よ っ て 、 効 率 面

① １文中に異なる主語が２つ（人数と人材）出てくるので、主語が変わるときは文を一回切った方が

良いと思います。→「市町村の土木系職員の人数は、市町村の約 50%が 5人以下、約 25％が 0人

である。このように、施設のメンテナンスを担う人材が不足している。」 
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の 観 点 か ら 、 生 産 性 の 向 上 に 資 す る 新 技 術 の 活 用 と 技

術 開 発 の 促 進 が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 最 重 要 課 題 は 、「 新 技 術 の 活 用 と 技 術 開 発 の 促 進 」

で あ る 。 選 定 理 由 は 、 生 産 性 の 高 い メ ン テ ナ ン ス 技 術

は 、 財 源 不 足 や 人 材 不 足 に も 対 応 で き る と 考 え た か ら

で あ る 。 以 下 に 、 解 決 策 を 述 べ る 。  

1 ) ド ロ ー ン を 活 用 し た 構 造 物 の 測 量 ・ 点 検  

 メ ン テ ナ ン ス に 必 要 な 情 報 を 効 率 的 に 得 る た め に 、  

ド ロ ー ン で 構 造 物 を 測 量 し 、 3 次 元 モ デ ル を 構 築 す

る 。 そ し て 、 3 次 元 モ デ ル に 点 検 結 果 を 記 録 す る 。 適

用 箇 所 は 、 橋 梁 や ダ ム 等 の 大 規 模 な 施 設 で あ る 。 こ の

技 術 に よ り 、 点 検 者 が 足 場 を 組 ん で 目 視 点 検 し た 記 録

を 図 面 に 記 録 す る 従 来 の 方 法 よ り も 、 早 く 正 確 な 点 検

が 可 能 に な る 。  

2 ) A I に よ る 劣 化 診 断  

 詳 細 な 点 検 や 検 査 を 行 う 箇 所 の 絞 り 込 み を 効 率 化 す

る た め に 、 ド ロ ー ン が 撮 影 し た 画 像 か ら 、 劣 化 箇 所 を

A I で 判 定 し 、 3 次 元 モ デ ル に 劣 化 箇 所 を 表 示 す る 。

例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト の ポ ッ プ ア ウ ト の 検 知 に A I を

適 用 し 、 ポ ッ プ ア ウ ト の 疑 い が あ る 箇 所 の み 技 術 者 が

詳 細 な 点 検 や 検 査 を 行 う 。 こ の 技 術 に よ り 、 点 検 者 の

労 力 を 削 減 で き 、 診 断 結 果 の 個 人 差 も 解 消 で き る 。  

3 ) I C T 建 機 に よ る 無 人 化 施 工  
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 現 場 作 業 を 効 率 化 す る た め に 、 I C T 建 機 に よ り 、 構

造 物 の 補 修 ・ 補 強 を 遠 隔 化 ・ 自 動 化 す る 。 例 え ば 、 道

路 の ア ス フ ァ ル ト の ひ び 割 れ を 機 械 学 習 に よ り 自 動 で

検 出 し 、 そ こ に シ ー ル 材 を 自 動 で 充 填 す る I C T 建 機

に よ り 、 道 路 の 補 修 を 高 速 化 す る 。  

4 ) ク ラ ウ ド カ メ ラ に よ る 遠 隔 臨 場  

 工 事 の 検 査 を 効 率 化 す る た め に 、 ク ラ ウ ド カ メ ラ を

活 用 し て 、 中 間 検 査 や 完 了 検 査 を 遠 隔 臨 場 に よ り 行

う 。 こ れ に よ り 、 検 査 を 行 う 発 注 者 の 現 場 ま で の 移 動

時 間 や 、 受 注 者 の 立 ち 合 い 調 整 に か か る 時 間 を 削 減 で

き る 。  

②  

 

( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

1 ) 情 報 漏 洩 リ ス ク  

 デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 が 増 え る こ と に よ り 、 情 報 漏 洩

の リ ス ク が 高 ま る 。 対 策 は 、 講 習 会 の 開 催 に よ る 従 業

員 の セ キ ュ リ テ ィ 意 識 の 向 上 、 ウ イ ル ス 対 策 ソ フ ト の

導 入 、 ア ク セ ス 制 限 や ア ク セ ス ロ グ の 管 理 で あ る 。 ③  

② 基本的にすべての解決策は、すばらしい内容です。構文も美しく、内容について指摘することは皆

無です。しかし、１点だけ気になる点があります。課題では、「生産性の向上に資する新技術の活

用と技術開発の促進」とありますが、技術開発の促進策がありません。このため、課題から「技術

開発の促進」を外してしまえば OKだと考えます。 
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2 ) デ ジ タ ル 人 材 の 不 足  

 従 来 の 土 木 技 術 以 外 に 、 デ ジ タ ル 技 術 が 求 め ら れ る

よ う に な る 。 こ の た め 、 土 木 と デ ジ タ ル の 両 面 に 対 応

で き る 人 材 に 業 務 が 集 中 し 、 過 重 労 働 の リ ス ク が 高 ま

る 。 対 策 は 、 生 成 A I の 導 入 に よ る デ ジ タ ル 業 務 の 補

助 、 デ ジ タ ル 技 術 を 有 す る 企 業 と の 協 働 で あ る 。  

( 4 ) 業 務 遂 行 の 要 点 ・ 留 意 点  

 技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら 必 要 に な る 要 点 は 、 社 会 全 体

に お け る 公 益 を 確 保 す る 視 点 と 、 安 全 ・ 健 康 ・ 福 利 の

優 先 で あ る 。 社 会 持 続 性 の 観 点 か ら 必 要 に な る 要 点

は 、 環 境 ・ 経 済 ・ 社 会 に お け る 負 の 影 響 を 低 減 し 、 安

全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築 し て 維 持 し 続 け る

視 点 を 持 つ こ と で あ る 。 業 務 遂 行 の 各 段 階 で 、 常 に こ

れ ら を 意 識 す る よ う に 留 意 す る 。        以 上  

③ これも大丈夫だとは思いますが、より良くという観点から言うと問題文にある「専門技術を踏まえ

た考え」がもう少しあると良いと考えます。 


